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出部地区人口 2019年 ２月末日現在 7,399(156)人 男3,597(51)人 女3,802(105)人 世帯数3,062(146)戸 
       2019年 10月末日比         5(1)人       1(7)人      4(-6)人            17(1)戸  ※カッコ内は外国人 
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出
部
小
学
校
は
「
学
校
安

全
」
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。 

 

本
校
は
、
平
成
29
年
度
「
文

部
科
学
省
委
託
・
岡
山
県
実
践

的
安
全
教
育
総
合
支
援
事
業
」

の
研
究
指
定
を
受
け
、
家
庭
や

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
交
通
安

全
・
防
犯
を
含
む
生
活
上
の
安

全
に
関
す
る
指
導
や
授
業
研

究
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
保
護

者
の
皆
様
や
公
民
館
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
皆
様
方
、
そ
し

て
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
井

原
市
・
井
原
市
教
育
委
員
会
、

井
原
警
察
署
等
、
本
校
の
教
育

活
動
に
対
し
て
ご
支
援
ご
協

力
・
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
皆
様
方
の
お
か
げ
で
あ

る
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

子
供
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
の
お

か
げ
で
、
毎
日
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
登
下
校
中
に
横
断

歩
道
で
停
車
し
て
く
だ
さ
っ
た

運
転
手
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
あ

い
さ
つ
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
出
部
の

子
供
た
ち
は
、
学
校
教
育
目
標

で
あ
る
「
思
い
や
る
子
」
「
考

え
る
子
」
「
が
ん
ば
る
子
」
を

目
標
に
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
受
賞
を
機
に
、
「
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
す
る
学
校
」
「
歌

声
の
響
く
学
校
」
「
わ
く
わ
く

す
る
学
校
」
を
目
指
し
て
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
・
安
全
安

心
の
学
校
づ
く
り
を
よ
り
一
層

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

 

（
出
部
小
校
長 

山
部
英
之
） 

地
域
と
一
体 

安
全
教
育 
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協議会だより 
 

近
年
、
全
国
各
地
で
水

害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し

て
い
る
。
地
球
温
暖
化

で
、
排
水
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
よ
う
な
水
害

が
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
。
巨
大
地
震
も
１

０
０
～
１
５
０
年
に
一
度

の
周
期
で
発
生
し
て
お

り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。 

 

こ
う
い
う
現
況
の
中
で

何
も
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 

ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構 

岡
山
」
の
助
言
を

い
た
だ
き
、
防
災
マ
ッ
プ

作
成
に
つ
い
て
約
１
年
前

よ
り
取
り
組
ん
だ
。 

 

最
初
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
呼
び
掛
け
て
、
地
域

を
把
握
す
る
「
ま
ち
あ
る

き
」
を
行
い
、
自
分
た
ち

の
地
域
の
「
安
全
な
場

所
」
、
「
知
っ
て
お
く
と

災
害
時
に
役
に
立
つ
場

所
」
、
「
危
険
な
場
所
」

な
ど
を
見
て
回
っ
た
。 

 

そ
れ
を
整
理
し
、
地
域

の
実
態
を
確
認
し
た
。 

検
討
し
、
い
ろ
い
ろ
表
示

す
る
と
見
に
く
く
な
る
た

め
、
指

定
避

難

所
、
公

園
、
平
成
30
年
７
月
崩
壊

箇
所
、
病
院
、
大

型

店

舗
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
、
警
戒
区
域
等
、
最
低

限
必
要
な
も
の
の
み
防
災

マ
ッ
プ
へ
掲
載
す
る
こ
と

と
し
た
。 

 

こ
の
間
に
は
、
西
日
本

豪
雨
も
発
生
し
、
出
部
地

区
で
も
浸
水
に
よ
る
被
害

が
多
数
発
生
し
た
。 

真
備
町
で
は
多
く
の
犠
牲

者
が
出
、
市
内
で
も
犠
牲

者
が
出
た
。 

 

こ
の
豪
雨
で
、
河
川
が

氾
濫
し
地
区
内
が
浸
水
し

た
愛
媛
県
の
あ
る
地
区
で

は
、
自
分
の
名
前
や
住
所

な
ど
の
個
人
情
報
、
緊
急

避
難
場
所
、
移
動
手
段
な

ど
を
記
載
し
た
「
災
害
・

避
難
カ
ー
ド
」
を
作
成
し

て
お
り
、
事
前
に
逃
げ
場

所
等
を
把
握
し
て
い
た
た

め
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
、
犠
牲
者
を
出

さ
ず
に
済
ん
だ
。 

 

岡
山
県
も
作
成
を
呼
び

掛
け
て
い
る
と
い
う
情
報

に
よ
り
、
「
避
難
カ
ー

ド
」
も
作
成
す
る
こ
と
と

し
た
。 

 

防
災
マ
ッ
プ
は
、
「
出

部
地
区 

わ
が
家
の
防
災

マ

ッ
プ
」
と

し
、
避

難

カ
ー
ド
と
と
も
に
昨
年
12

月
に
作
成
し
、
順
次 

出

部
地
区
自
治
会
の
全
戸
へ

配
布
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

こ
の
防
災
マ
ッ
プ
配
布

に
際
し
、
「
防
災
マ
ッ
プ

を
活
用
し
よ
う
」
と
題

し
、
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構 

岡
山
」
を
講
師
に

招
き
、
防
災
講
座
を
開
催

し
た
。 

 

出
部
中
部
、
四
季
が
丘

は
１
月
５
日
、
七
日
市
、

西
部
は
２
月
２
日
に
、
自

治
会
長
さ
ん
等
を
対
象
に

行
っ
た
。 

 

全
戸
へ
の
配
布
物
は
、

次
の
通
り
。 

 

・
出
部
地
区 

わ
が
家

の
防
災
マ
ッ
プ 

 

・
避
難
の
基
本
的
な
考

え
方
（
Ａ
４
、
１
枚
）
・

避
難
カ
ー
ド
（
折
っ
て
名

刺
大
） 

 

・
「
避
難
カ
ー
ド
」
配

布
・
記
入
・
注
意
点
（
Ａ

４
、
１
枚
） 

 

・
防
災
～
地
震
・
火
災

～
備
え
て
（
Ａ
４
冊
子
） 

 
 

◇ 

 

地
域
の
皆
さ
ん 

お
一

人
お
一
人
、
ま
た
、
家
族

や
地
区
で
、
自
分
や
地
域

を
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
こ
と
が
大
変
重
要
に

な
っ
て
く
る
。 

 

い
く
ら
危
険
だ
と
言
わ

れ
て
も
、
な
か
な
か
、
今

が
そ
の
と
き
と
思
え
な
い

気
持
ち
を
多
く
の
方
が
お

持
ち
だ
と
思
う
。 

 

「
出
部
地
区 

わ
が
家

の
防
災
マ
ッ
プ
」
等
を
基

に
、
市
か
ら
全
戸
へ
提
供

さ
れ
て
い
る
「
井
原
市
防

災
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
使

い
、
地
域
の
安
全
を
作
っ

て
い
く
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。 

 

何
も
な
い
今
、
こ
う

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
が
「
出
部

地
区 

わ
が
家
の
防
災

マ
ッ
プ
」
の
役
目
と
考
え

て
い
る
。 

 
 
 
 

（
防
災
部
会 

） 

 

 

避
難
カ
ー
ド
も
作
成 

全
戸
に
配
布 
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女性会だより 

「
園
芸
教
室
」 

 
 
 
 

12
月
15
日 

 

苔
玉
作
り
に
挑
戦
。

女
性
会
役
員
が
山
か
ら

苔
を
採
取
し
、
シ
ク
ラ

メ
ン
花
を
中
心
に
し
て

制
作
。
見
て
い
る
と
心

が
落
ち
着
き
、
毎
日
の

生
育
が
楽
し
み
で
す
。 

「高齢期の健康づくり、脂質控えめの食事」１月19日 

 献立は「桜エビの混ぜご飯」「七福煮なます」「里芋の

粕汁」「鶏肉の八幡巻き」「黒豆入りトマトゼリー」。 

 11月25日には「カルシウムたっぷりの食事」をテーマに

開きました。 

「健康講座」１月12日 

 市スポーツ課職員4人を講師に、ローリングとディスコ

ンという団体戦競技をしました。  

ひ
ま
わ
り
学
級 

栄
養
教
室 

 

出
部
女
性
会
総
勢
30
人
は
全
員
お
そ
ろ

い
の
制
服
に
身
を
包
み
、
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
出
初
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は

立
っ
た
り
座
っ
た
り
、
規
律
よ
く
号
令
に
合

わ
せ
て
行
動
。
二
度
と
で
き
な
い
経
験
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。  

（
１
月
20
日
） 
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社協だより 

 

主
要
テ
ー
マ
は
出
部
社

協
が
井
原
市
で
先
陣
を

切
っ
て
３
年
前
に
ス
タ
ー

ト
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
出
部
の

「
お

か

げ

さ

ま

セ

ン

タ

ー
」
と

巨

瀬

の
「
ス

ケ
ッ
ト
こ
せ
」
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
現
状
、
今
後

の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。 

 

参
加
者
45
名
（
高
梁
か

ら
は

21

名
）
全
員
が
発

言
。
予
定
時
間
を
オ
ー

バ
ー
し
１
時
間
半
も
、

生
々
し
い
実
情
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
た
。 

 

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
人
口
７
０
０
０
人
超
の

出
部
28
％
に
対
し
、
人
口

１
０
０
０
人
超
の
巨
瀬
は

48
％
。
地
区
環
境
は
大
き

く
異
な
る
が
、
必
要
と
さ

れ
る
作
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
大
差
な
い
こ
と
も
わ

か
っ
た
。
今
後
の
あ
る
べ

き
有
料
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
、
も
っ
と
し
ゃ
べ

り
た
か
っ
た
、
時
間
が
足

り
な
い
と
の
余
韻
を
残
し

た
交
流
会
と
な
っ
た
。 

 

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
出
部
社
協
と
し
ま

し
て
も
外
部
と
の
情
報
交

換
は
、
自
ら
を
知
る
上
で

も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
今
後
も
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
交
流
会
を

設
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
「
出
来
な
い
か
ら

お
願
い
す
る
」
が
第
一
歩

で
あ
る
「
出
部
お
か
げ
さ

ま
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
要
望

も
、
口
コ
ミ
・
電
話
な
ど

何
で
も
構
い
ま
せ
ん
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

出部社協と高梁・巨瀬社協が交流会 

意見交換 生々しい実情も 

巨
瀬
社
協
の
皆
さ
ん 

出
部
社
協
か
ら
の
参
加
者 

 

出
部
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
１
月

31
日
に
、
高
梁

市
の
北
東
部
に
あ
る
巨
瀬

（
こ
せ
）
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
交
流
会
を
出
部
公

民
館
で
行
っ
た
。 
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いずえ地区まちおこし協議会のホームページ 

 http://www.ibara.ne.jp/~izue-km/machi/ いずえ地区まちおこし 

社協だより 

 

「
青
春
と
は
心
の
若
さ
で
あ
る
。
信
念

と
希
望
に
あ
ふ
れ
、
勇
気
に
満
ち
て
日
に

新
た
な
活
動
を
続
け
る
限
り
青
春
は
永
遠

に
そ
の
人
の
も
の
で
あ
る
」
は
私
が
定
年

退
職
時
に
頂
い
た
創
業
者
松
下
幸
之
助
の

自
作
の
詩
で
す
。 

 

勤
め
て
い
た
会
社
の
綱
領
は
世
界
文
化

の
向
上
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
し
た
。

退
職
を
機
に
井
原
に
戻
っ
て
き
た
私
は
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
何
か
井
原
市
の
文
化

向
上
に
役
立
つ
こ
と
は
な
い
か
と
想
い
、

定
年
前
に
取
得
し
た
将
棋
普
及
指
導
員
資

格
を
生
か
し
、
現
在
日
本
将
棋
連
盟
井
原

支
部
将
棋
教
室
を
自
宅
で
開
い
た
り
、
出

部
公
民
館
や
出
部
小
学
校
ク
ラ
ブ
等
で
将

棋
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
藤
井
聡
太

七
段
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
夢

で
す
。 

 
も
う
ひ
と
つ
は
備
中
神
楽
の
面
彫
刻
で

す
。
定
年
時
に
見
た
矢
掛
ブ
ラ
ン
ド
の
面

に
衝
撃
を
受
け
、
こ
の
彫
技
術
を
修
得
し

た
い
と
い
う
想
い
に
駆
ら
れ
、
矢
掛
の
面

彫
師
に
約
一
年
半
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
毎
週
土
曜
日
に
愛
好
者
が
集
ま
り

神
楽
面
を
彫
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
面
彫

技
術
を
図
面
化
し
誰
で
も
が
簡
単
に
彫
れ

る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。  

井
原
市
の
文
化
向
上
に
一
役 

 

 
 

 

     ５月16日（木）11：00～13：30 
   出部公民館２Ｆ多目的ホール 参加費５００円 
 
  申し込み：４月30日までに各サロン代表者にご連絡ください 

鳥越哲史郎さん ＝上出部町＝ 
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社協だより 

 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
こ
も
れ
び
は
、
歩
行
が

難
し
か
つ
た
り
、
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
重
度
心
身

障
害
児
を
対
象
と
し
た
支

援
を
す
る
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
平
成

29
年
４
月
１
日 

に
下
出

部
町
に
開
所
し
ま
し
た
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
は
、
平
成

24

年
４
月

か
ら
始
ま
っ
た
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
を
サ
ポ
ー

ト 

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。 

 

当
事
業
所
で
は
、
お
預

か
り
し
た
子
ど
も
達
が
よ

り
良
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
そ
の
子
に
合
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
寝
た
き
り

の
子
に
は
看
護
師
に
よ
る

医
療
的
ケ
ア
、
足
が
不
自

由
な
子
に
は
理
学
療
法
士

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た 

不
登
校
や
心
理

的
な
難
し
さ
を
抱
え
た
子

に
は
、
保
育
士
に
よ
る
支

援
や
、
元
支
援
学
校
教
員

に
よ
る
指
導
、
臨
床
心
理

士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
親
相
談
な
ど
を
積
極

的
に
行
つ
て
い
ま
す
。 

 

加
え
て
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
ブ
ド
ウ
や
お
米
の

栽
培
に
も
子
ど
も
た
ち
と 

挑
戦
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
い
き
い
き
と 

過

ご
せ
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一

同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
皆
様
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。 

放課後等デイサービス こもれび  

＝井原市下出部町＝ 

 Te1/Fax 0866-75-4357 子
ど
も
に
合
っ
た
支
援
モ
ッ
ト
ー 

 

給食サービス30年度は終了 

平成30年度事業の給食サービスは、３月

10日で終了しました。 

 調理や配達していただいたボランティ

ア、女性会、愛育委員、少年団のみなさ

ん大変お世話になりました。関係者のみ

なさんに厚く御礼申し上げます。 

   出部地区社会福祉協議会 

 

※給食サービスは新年度も11月から予定

しています 
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社協だより 

谷
中 
優
帆

ゆ

う

ほ

ち
ゃ
ん 

女の子（24年10月10日） 

田
辺 

安
奈

あ

ん

な

ち
ゃ
ん 

女の子（25年11月28日）       

楢
崎 

光
ひ
か
り 

ち
ゃ
ん 

女の子（30年７月31日） 

     ＝七日市町 

 「ふるさと出部」では本号から赤ちゃんだけでなく元気なお子さんを紹介します。掲載す

るのは①名前（ふりがな付き）②生年月日③性別④町名⑤顔写真。保護者の連絡先を添えて

出部公民館（〒715―0021、井原市上出部町1219）まで郵送するか持参してください。メー

ル（izue-km@ibara.ne.jp）でも受け付けます。 

嶋
﨑 

敦
志

あ

つ

し

ち
ゃ
ん 

男の子（30年９月14日） 

     ＝下出部町  

小
銭 

彩
夏

さ

や

か

ち
ゃ
ん 

女の子（30年８月17日） 

     ＝下出部町 

西
森 

鈴
夏

り

ん

な

ち
ゃ
ん 

女の子（30年７月１日） 

     ＝上出部町  

谷
中 

優
月

ゆ

づ

き

ち
ゃ
ん 

女の子（30年８月31日） 

     ＝七日市町 

田
辺 

優
作

ゆ
う
さ
く

ち
ゃ
ん 

男の子（30年５月18日）       

＝七日市町 



遊心美膳 高木 

出部周辺グルメ散歩 

９ 

 七日市町646 

☎0866-62-0122  

11:00～22:30※要予約 

不定休 

一 

久 

本
格
コ
ー
ス
料
理
を
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
中
で
ゆ
っ
く
り

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す 

 井原町313-2 

☎0866-62-0741  

11:45～14:00  

17：00～22：00  

休日：昼は土日・祝日 

夜は日曜（予約は承り

ます）  

日替わり定食は

毎日３種類の中

から選んでいた

だけます 

西江原町1236-1  

☎0866-63-3003 

11:30～14:00 

18:00～21:00（完全予

約制）  

定休日：毎週月曜、第

１火曜  

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン 

く
ら
ら 

夜
は
２
０
０
０
円
か
ら
ご
予
算
に
応

じ
て
承
り
ま
す
（
４
名
様
よ
り
） 

 井原町115  

月～金9:00～翌5:00 

土日9:00～24:00 

 下出部町2-14-8  

☎0866-67-3833  

11:00～15:30 

17:00～21:30予約により前後  

定休日：水曜（祝日の場合は

翌日）第３火曜 

各
種
お
祝
い
や
記
念
日
の

お
食
事
、
法
要
後
の
会
食

等
の
利
用
も
可
能
で
す 

個室でゆったりと

四季折々のおもて

なしを、ご用意し

ております 

キャベツは腸にも体

にも良いです。お子

様にもどうぞ‼ 

上出部町1184-2 

☎0866-62-8633 

11:30～14:30  

17:00～21:00  

定休日：木曜 

  下出部町170  

☎0866-62-3822  

11:30～15:00  

17：30～22：00  

定休日なし  

前日までの予約制  

各
種
朝
食
メ
ュ
ー
・

カ
レ
ー
・
丼
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
お

持
ち
帰
り
で
き
ま
す 

レストラン土手 

自家米と新鮮野菜の

日替わり定食をワン

コインでご利用くだ

さい 

 七日市町114-3  

☎0866-63-3070 

11:30～14:00 

17:00～23:00  

定休日：日曜  

船春（せんしゅん） 

定食メニュー

取りそろえて

おります。ぜ

ひご利用くだ

さい 

亀隆（きりゅう） 

七日市町627-1 

☎0866-62-0238 

11:30～20:00   

定休日：月曜、第１・

３火曜 

す
き
家 

486
号
井
原
店 

登奈利 

お好み焼 このみ 

８ 
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（2月17日） 
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少年団だより 

 七日市少年団は12月１日、デイキャン

プを欅の杜（門田町）で実施した。団員

と保護者たち35人が段ボールハウス作り

に挑戦。自然の中で手作りの楽しさを味

わった。  

段ボールハウス作り 
七日市少年団デイキャンプ 
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自治会だより 

 

今
年
度
は
６
月
の
町
民
運
動
会

を
開
催
し
た
後
、
７
月
の
西
日
本

豪
雨
に
よ
る
近
隣
地
区
の
被
害
に

よ
り
、
や
む
を
得
ず
盆
踊
り
・
体

育
祭
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
12
月
の
交
通
安
全

週
間
に
お
い
て
は
テ
ン
ト
村
活
動

と
し
て
、
約
２
０
０
名
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
安
全
運
転
の
呼
び
か
け
を

行
い
、
ま
た
年
末
25

日
に
は
、

東
西
２
班
に
分
か
れ
て
拍
子
木
を

打
ち
な
が
ら
の
夜
回
り
を
行
い
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
火
の
用
心

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

新
年
を
迎
え
、
消
防
第
２
部
の

総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
各
自

治
会
の
皆
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
と
ん
ど
祭
り
で
は
、
今

年
は
大
覚
寺
派
南
斗
山
金
鴫
寺
ご

住
職
の
徳
毛
様
に
も
ご
参
加
頂

き
、
一
年
間
の
無
病
息
災
、
五
穀

豊
穣
、
家
内
安
全
、
身
体
健
康
を

お
祈
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
岡
田
吉
郎
） 

中 

部 

下出部子供会 

地域の安全へテント村・とんど・夜回り… 

祈りのとんど、高く遠く 1月13日 

西 

部 

 下出部公民館で毎月第１木

曜日に開いている下出部笑カ

フェが２月７日、1周年を迎

えた。 

下出部笑カフェ 

１周年 祝 
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消防団だより 
 

井
原
市
消
防
出
初
式
が
１
月
20
日
、

井
原
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

本
年
は
総
務
本
部
長
の
私
・
小
田
原

浩
貴
が
、
出
部
分
団
を
代
表
し
て
団
旗

の
旗
手
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
約
千
人
の
前
で
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
分
団
長
を
は
じ
め

本
年
度
本
部
役
員
の
皆
様
に
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
後
も
地
域
に
根
付
い
た
消

防
団
活
動
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
出
部
地
区
住
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
田
原
浩
貴
） 

 

こ
の
た
び
主
人
が
消
防
団
活
動
勤

続
15
年
と
い
う
こ
と
で
、
井
原
市
団

長
よ
り
私
も
配
偶
者
感
謝
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

入
団
し
た
と
き
に
生
ま
れ
た
ば
か

り
だ
っ
た
長
女
が
、
今
で
は
高
校
１

年
生
に
な
り
ま
し
た
。
主
人
自
身
も

消
防
団
活
動
を
始
め
て
い
く
つ
も
の

段
階
を
経
て
、
今
年
、
分
団
長
と
し

て
出
部
分
団
を
引
っ
張
っ
て
い
く
立

場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

自
宅
で
は
わ
か
ら
な
い
消
防
団
で

の
活
動
で
す
が
星
が
１
つ
増
え
２
つ

増
え
す
る
た
び
に
責
任
も
増
え
、
大

変
そ
う
だ
な
あ
と
い
つ
も
感
じ
て
い

ま
す
。
夜
中
で
も
休
日
で
も
火
災

メ
ー
ル
や
サ
イ
レ
ン
音
に
敏
感
に
反

応
し
、
す
っ
か
り
消
防
人
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 

配
偶
者
表
彰
を
受
け
て 

 

土
井
分
団
長
の
妻
真
樹
さ
ん 



15 

老人会だより 

秋
の
旅
を
満
喫 

 

少
子
高
齢
化
や
地
域
家
庭
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
が
進
む
と
と
も
に
、
近
年

多
発
す
る
災
害
へ
の
備
え
問
題
な
ど
地

域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
で
私
た
ち
高
齢
者
が
活

力
を
も
っ
て
一
人
一
人
が
助
け
合
い
協

力
し
合
っ
て
、
自
分
の
健
康
作
り
に
取

り
組
み
、
お
互
い
の
和
と
絆
を
大
切
に

し
て
地
域
社
会
の
為
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
も
恒
例
の
新
年
互
礼
会

を
１
月
10
日
に
出
部
公
民
館
で
開
催

致
し
ま
し
た
、
毎
年
参
加
者
が
少
な
い

の
で
今
年
は
少
し
で
も
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
会
員
の
中

で
詩
吟
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
お
二
人

に
素
晴
ら
し
い
声
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
舞
踊
さ
れ
て
お
ら
れ

る
方
お
二
人
に
艶
や
か
な
着
物
姿
で

舞
っ
て
い
た
だ
き
会
場
を
盛
り
上
げ
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
お

酒
も
入
り
会
場
の
雰
囲
気
も
最
高
に
盛

り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
亀
老
会
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

集
い
合
う
場
を
作
り
色
々
な
行
事
に
多

数
参
加
し
て
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

七
日
市
福
老
会
は
１
月
13
日
、
出

部
公
民
館
で
36
人
が
参
加
し
て
「
新

年
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
も
元
気
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
と

願
い
、
ほ
そ
や
医
院
院
長
の
細
谷
正

晴
先
生
か
ら
「
高
齢
者
の
健
康
」
に

つ
い
て
講
話
を
お
聞
き
し
た
後
、
井

原
備
中
神
楽
保
存
会
・
小
中
伝
承
教

室
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
力
い
っ
ぱ

い
の
神
楽
を
楽
し
み
元
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

和
や
か
な
会
食
後
は
、
全
員
で
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
よ
り
会
を
盛
り
上

げ
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

出
部
福
寿
会
は
10
月
30
日
、
親
睦

旅
行
で
三
原
市
の
八
天
堂
み
は
ら
臨

空
工
場
、
三
景
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

焼
き
た
て
パ
ン
の
実
習
や
築
山
池
泉

回
遊
式
庭
園
・
三
景
園
の
散
策
…
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
た
だ
も
う
少
し
参
加
者
が
多
け

れ
ば
と
も
感
じ
ま
し
た
。 

 
亀
老
会 

 

福
老
会 

出
部
福
寿
会 
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105人盤上で熱戦 

新春囲碁・将棋大会 

公民館だより 

 
 

 

小
さ
な
町
が
、
傑
出
し
た
芸
術
家

や
文
化
人
を
輩
出
す
る
の
は
稀
だ
。

地
域
の
文
化
は
、
才
能
豊
か
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

の
力
で
は
な
く
、
身
近
な
多
く
の
タ
レ
ン
ト
が
リ
ー

ド
し
支
え
て
い
る
。
文
化
度
は
、
す
そ
野
の
広
が
り

で
計
れ
る
は
ず
だ
。
出
部
地
区
文
化
祭
で
は
、
芸
能

発
表
に
17
教
室
１
５
０
人
が
出
演
。
35
団
体
の
力

作
が
並
ん
だ
。
一
部
の
人
の
た
め
で
は
な
く
、
み
ん

な
が
主
役
の
み
ん
な
が
作
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
例
年
に

な
い
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
と
い
う
。
集
い
、
楽
し

み
、
共
に
高
め
合
う
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、

大
き
な
に
ぎ
わ
い
も
創
出
し
た
。 

 

（
Ｓ
・
Ｆ
） 

編
集
後
記 

 

地
域
の
た
め
に
と
満
中
陰
志

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 
 
 

（
敬
称
略
）     

（
中
部
自
治
連
合
会
） 

 

畑
地 

温
子 

亡
夫 

 

細
川 

省
三 

亡
母 

 

井
上 

吉
弘 

亡
父 

 

山
田
幾
久
枝 

亡
父 

 

北
田 

浩
之 

亡
父 

 

石
丸 

貴
人 

亡
母 

（
下
出
部
自
治
連
合
会
） 

 

山
本 

尚
志 

亡
母 

 

藤
井 

弘
樹 

亡
父 

（
出
部
社
協
） 

 

山
田
幾
久
枝 

亡
父 

 

石
﨑 

 

徹 

亡
母 

 

畑
地 

温
子 

亡
夫 

 
 

 

故
人
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

出
部
公
民
館
主
催
の

「
山
陽
新
聞
社
賞
争
奪

新
春
囲
碁
・
将
棋
大

会
」
が
１
月
20
日
、
出

部
公
民
館
で
行
わ
れ

た
。 

 

囲
碁
の
部
70
人
、
将

棋
の
部

35

人
が
出
場

し
、
盤
上
で
火
花
を
散

ら
し
た
。 

 

上
位
成
績
者
は
次
の

皆
さ
ん
。 

 
 
 
 

 

（
敬
称
略
） 

◎
囲
碁 

Ａ
級 

 

優 

勝 
三
宅 

俊
光 

準
優
勝 
安
部 

弘
和 

第
３
位 

小
林 
孝
志 

Ｂ
級 

優 

勝 

日
高 

安
広 

準
優
勝 

宮
田 

 

豊 

第
３
位 

井
上 

哲
治 

Ｃ
級 

優 

勝 

高
橋 

剛
志 

準
優
勝 

田
中 

 

毅 

第
３
位 

新
井 

啓
三 

◎
将
棋 

Ａ
級 

優 

勝 

山
崎 

清
治 

準
優
勝 

松
井 

俊
之 

第
３
位 

内
山 

陸
男 

Ｂ
級 

優 

勝 

徳
山 

裕
文 

準
優
勝 

妹
尾 

泰
行 

第
３
位 
坂
口 

拓
都 

Ｃ
級 

優 

勝 

渡
辺 
純
誠 

準
優
勝 

廣
畑 
徳
朗 

第
３
位 

作
田 

寛
樹 


